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世界のウチナーンチュの日

•移民の子孫の方々が沖縄の未来に思いを巡らす日
•「よき祖先」

•ウチナーンチュが祖先の過去の記憶の糸を辿る日
•つむぐ力

•共に過去を見つめながら，未来に向かって後ろ向きに歩いていく
•拡大家族としてのWUB(Worldwide Uchinanchu Business Network)

2



「長期」を考えよう
•経済学：社会経済の長期的な繁栄について考える学問

• 社会モデル
• 制度(私有財産権・民主主義),社会規範(協力と罰則),組織(アイデンティティ)

• フランク・ラムゼイ(Frank Ramsey)：経済成長論の嚆矢
• ディスカウンティング(discounting)

「倫理的に擁護できる余地はなく，単に想像力の乏しさに起因するものに過ぎない」

•「マシュマロ脳」(現在バイアスpresent bias）
• 「どんぐり脳」(自制心)
• 地球温暖化

•「新しい資本主義」
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岡本太郎『沖縄文化論―忘れられた日本』
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「文化」が大事になる
•発見的方法(heuristics)としての「文化」(culture)

• アルゴリズム(algorithm)の反対語

• 生物学的遺伝と並ぶ世代間の継承の方法：認知バイアスへの対抗手段

• ニッチ構築(niche construction)の形式: 物語(narratives)

•暗黙知(tacit knowledge):マイケル・ポランニー(Michael Polanyi)
• 模倣(imitation)による社会的伝播

•文化の多様性による衝突：民族・宗教
• 暴力(violence)<協力(cooperation)
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「信頼」の醸成
• Social capital(ソーシャルキャピタル)としての「信頼」(trust)

• 社会的な複雑性(complexity)の縮減メカニズム: 二クラス・ルーマン(Niklas Luhmann)

• 共感(empathy)>インセンティブ(incentive)
• アダム・スミス『道徳感情論』

• 事例１.保育所のお迎えの遅刻，事例２.原子力発電所の建設

• 弱い紐帯(weak ties):ロバート・パットナム(Robert Putnam)
• 「市場」(自助)と「政府」(公助)の間の「市民社会」(共助)

• 効率性(efficiency)<公平性(fairness)
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海から豚がやってきた
• 沖縄戦後の食糧難

• 豚頭数：戦前120,000頭以上→戦後2,000頭足らず

• 養豚業を営むハワイ移民
• 布哇(ハワイ)連合沖縄救済会が6ヶ月間で$47,196の資金集め
• ポートランドで豚550頭（チェスター・ホワイト種）を買い付け
• 米艦ジョン・オーウェン号で沖縄へ持ち込み
• 1948年9月27日うるま市勝連のホワイトビーチに536頭到着
• 人口に応じた地域配分

• 豚頭数：1950年100,000以上，1956年140,000超

出所：Noriko Shimada. “The Emergence of Okinawan Ethnic Identity in 
Hawai’i: Wartime and Postwar Experiences.” The Japanese Journal of 
American Studies, No. 23 (2012)
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See you next year in Hawaii!
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